
 

 

内容： 

 ラマン散乱分光法は，染色等の特殊な処理をせずに試料
中の分子や結晶格子構造に関する情報を計測する手法であ
る（図１）．そのため，分子構造から，材料の同定，分子や結
晶構造の状態・経時変化の推定などを行うことができる． 

 我々は，光技術を利活用した新たなラマン散乱分光法の
開発（非線形光学，プラズモニクス，小型ファイバープローブ
化，他の光計測と組み合わせたマルチモーダル化など）を行
い，ラマン散乱分光法のさらなる可能性の探求を行っている． 

 またラマン散乱分光法を生物，医学，文化財等への応用計
測へ展開することで，これまで他の手法ではわからなかった，
新たな発見を目指して研究を推進している（図２）． 
 

ラマン散乱分光法の利点 

• 試料を構成する分子や結晶構造を推定可能 
• 無染色・無固定計測が可能 
• 高い空間分解能（1 µm以下） 
• 可視光～近赤外光を用いるため，乾燥，真空，液中など

様々な環境で計測可能 
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図１ ラマン散乱分光法．光と分子の相互作用により生じるラ
マン散乱光を計測し，無染色にありのままの状態で解析する． 

図2 ラマン散乱分光法による応用計測．(a) 細胞内分子動態
観察．(b) 医療応用．(c) 文化財の材料物性計測への応用． 
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